
智
顗
の
三
観
に
お
け
る
惑
に
つ
い
て 
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は
じ
め
に

本
論
で
は
、
天
台
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
に
お
け
る
三
観
説
を
明
ら
か
に
す
る
一
環
と
し
て
、
智
顗
の
三
観
に
お
け
る
惑
に
言
及

す
る
。
三
観
と
は
、
空
・
仮
・
中
と
い
う
三
つ
の
実
相
を
観
ず
る
観
法
で
あ
る
。
智
顗
は
『
瓔
珞
経
』
で
説
か
れ
る
三
観
に
基
づ
い
て
天

台
三
観
の
思
想
を
独
自
に
展
開
す
る
。『
瓔
珞
経
』
は
印
度
経
典
か
ら
漢
訳
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
五
世
紀
後
半
に
中
国
で
成
立
し
た

経
典
だ
と
し
て
い
る⑴
。
つ
ま
り
、
三
観
説
は
中
国
で
成
立
し
、
特
に
天
台
智
顗
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
る
思
想
で
あ
る
。
三
観
の
形
態
は
、

智
顗
の
前
期
時
代
の
著
作
で
あ
る
『
次
第
禅
門
』・『
六
妙
法
門
』・『
小
止
観
』
に
散
見
さ
れ
る⑵
。
そ
の
後
、
後
期
時
代
の
著
作
に
あ
る
実

践
修
行
法
が
説
か
れ
る
『
摩
訶
止
観
』
に
三
観
の
内
容
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
。
智
顗
の
最
晩
年
の
著
作
で
あ
る
、『
維
摩
経
』
の
解
釈

書
『
維
摩
経
玄
疏
』
に
、
三
観
が
は
じ
め
て
完
成
な
形
態
で
体
系
化
さ
れ
る⑶
。
こ
の
よ
う
な
三
観
の
形
成
過
程
を
見
る
と
、
智
顗
は
三
観

に
対
し
て
特
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
観
は
空
・
仮
・
中
と
い
う
三
諦
を
観
ず
る
観
法
で
あ
る
が
、
直
接
に
三
諦
を
観
ず
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
観
法
は
三
惑
（
煩
悩
）

を
断
じ
、
三
智
・
五
眼
を
得
て
か
ら
三
諦
が
顕
れ
る
実
践
修
行
の
過
程
で
あ
る
。
従
っ
て
、
三
観
に
お
け
る
惑
と
断
惑
を
観
法
の
対
象
と

し
て
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
る
。

智
顗
の
三
惑
に
関
し
て
、
青
木
﹇
一
九
八
五
﹈
は
、「
智
顗
の
煩
悩
論
は
晩
年
に
至
り
、
三
観
に
よ
っ
て
破
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
三
惑

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。」
と
指
摘
す
る
が
、
彼
の
問
題
は
塵
沙
無
知
の
惑
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る⑷
。
ま
た
、
煩
悩
を
如
何
に

捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
し
た
高
野
﹇
二
〇
〇
五
﹈
は
、『
法
華
玄
義
』『
法
華
文
句
』『
摩
訶
止
観
』
と
い
う
天
台
三
大
部
が
説
く
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煩
悩
観
と
智
慧
観
を
考
察
し
て
吉
蔵
の
思
想
を
比
較
す
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
三
観
に
お
け
る
惑
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

本
論
で
は
、
諸
法
実
相
の
空
・
仮
・
中
と
い
う
三
諦
を
観
達
す
る
際
に
、
智
顗
が
惑
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
議
論
展
開
し
て
い
る
か
を

考
察
し
た
い
。
惑
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
智
顗
の
煩
悩
観
と
三
観
の
実
践
方
法
の
理
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
三
観
の

惑
と
破
惑
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、『
摩
訶
止
観
』
と
『
維
摩
経
玄
疏
』
を
対
象
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
両
書
の
三
観
の
惑
を
検
討
し
、
そ

の
両
書
の
三
観
の
相
違
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
明
確
に
す
る
。

一
、『
摩
訶
止
観
』
と
『
維
摩
経
玄
疏
』
に
お
け
る
三
観

『
摩
訶
止
観
』
は
『
法
華
玄
義
』・『
法
華
文
句
』
と
合
わ
せ
て
天
台
三
大
部
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
開
皇
十
四
年
（
五
九
四
）
荊
州
玉
泉

寺
で
講
説
さ
れ
た
書
物
で
、
後
期
時
代
著
作
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
智
顗
の
仏
教
教
理
と
仏
教
実
践
修
行
と
い
う
天
台
教
観
二
門
に

お
い
て
、『
摩
訶
止
観
』
は
実
践
部
門
に
属
す
る
著
作
で
あ
る
。
天
台
の
漸
次
・
不
定
・
円
頓
と
い
う
三
種
止
観
の
中
は
円
頓
止
観
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
全
十
大
章
が
あ
る
が
、
第
七
の
後
半
と
後
の
三
大
章
は
不
説
さ
れ
る
。⑸

『
摩
訶
止
観
』
に
お
け
る
三
観
が
詳
説
さ
れ
る
場
所
は
、
十
大
章
の
う
ち
第
七
正
修
行
章
の
陰
入
界
境
（
十
乗
観
法
）
に
あ
る
破
法
遍

で
あ
る
。
破
法
遍
と
は
、
遍
く
諸
の
法
を
破
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
破
す
と
は
、
顛
倒
の
迷
妄
を
破
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

教
・
観
行
・
智
慧
・
理
に
よ
っ
て
破
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
破
法
遍
で
拠
る
方
法
は
教
で
あ
る
。
教
に
は
三
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円
教

と
い
う
四
教
が
あ
る
が
、
た
だ
不
思
議
円
教
に
よ
っ
て
破
す
。
不
思
議
円
教
に
は
有
（
生
滅
）
門
・
無
（
無
生
滅
）
門
・
亦
有
亦
無
（
無

量
）
門
・
非
有
非
無
（
無
作
）
門
と
い
う
四
門
が
あ
る
が
、
た
だ
空
無
生
門
に
よ
っ
て
破
す
。
無
生
の
教
え
に
依
っ
て
止
観
を
修
行
す
る
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こ
と
を
通
じ
て
無
生
法
忍
に
至
る
こ
と
が
で
き
る⑹
。
遍
く
諸
法
を
破
す
に
は
、
竪
破
・
横
破
・
非
竪
非
横
破
と
い
う
三
つ
の
観
点
で
明
か

す
。
三
観
の
所
説
は
無
生
門
の
理
解
を
深
め
る
竪
破
法
に
論
じ
ら
れ
る⑺
。
つ
ま
り
、
三
観
は
無
生
の
教
え
を
深
く
理
解
し
て
偏
執
・
顛
倒

を
破
す
た
め
に
論
じ
ら
れ
る
。

『
維
摩
経
玄
疏
』
は
『
十
券
玄
義
』（
散
失
本
四
悉
檀
義
・
離
出
本
三
観
義
・
四
教
義
）・『
維
摩
経
文
疏
』
と
合
わ
せ
て
維
摩
経
疏
と
呼

ば
れ
る
。
智
顗
の
最
晩
年
の
開
皇
十
七
年
（
五
九
七
）
天
台
山
に
智
顗
自
身
で
『
維
摩
経
』
の
解
釈
を
親
撰
し
て
晋
王
広
に
献
上
し
た
も

の
で
あ
る
。『
維
摩
経
玄
疏
』
は
『
十
券
玄
義
』
に
基
づ
い
て
修
治
・
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
両
書
の
内
容
に
つ
い
て
基
本
的
に

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。⑻

『
維
摩
経
玄
疏
』
に
お
け
る
三
観
が
体
系
化
さ
れ
る
場
所
は
『
維
摩
経
』
の
主
人
公
で
あ
る
維
摩
詰
の
名
前
を
別
釈
す
る
巻
第
二
の
な

か
で
体
系
的
に
記
述
し
て
い
る
。
維
摩
詰
を
解
釈
す
る
の
は
、
第
一
翻
釈
名
義
・
第
二
三
観
解
釈
・
第
三
四
教
分
別
・
第
四
浄
名
本
迹
と

い
う
四
重
か
ら
な
る
。
三
観
は
第
二
の
三
観
解
釈
に
述
べ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
智
顗
の
三
観
解
釈
は
第
一
、
分
別
境
智
・
第
二
、

弁
三
観
名
・
第
三
、
弁
三
観
相
・
第
四
、
対
智
眼
・
第
五
、
成
乗
義
・
第
六
、
約
断
結
釈
浄
名
義
・
第
七
、
通
此
経
文
と
い
う
七
段
を
組

織
し
論
じ
る⑼
。

『
摩
訶
止
観
』
の
講
説
（
五
九
四
年
）
は
『
維
摩
経
玄
疏
』
の
親
撰
（
五
九
五
年
）
よ
り
先
に
成
立
し
た
の
で⑽
、『
維
摩
経
玄
疏
』
の
中

に
、
三
観
が
体
系
さ
れ
る
の
は
『
止
観
』
の
三
観
か
ら
受
け
る
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
両
書
の
成
立
は
ほ
ぼ
一
年
間
で
、
三
観

所
論
の
内
容
と
形
態
は
相
違
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
問
題
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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二
、三
観
に
お
け
る
惑

三
観
と
は
、
三
諦
の
理
を
顕
す
観
法
で
あ
り
、
そ
の
三
諦
の
理
を
迷
え
ば
苦
し
み
を
生
む
原
因
に
な
る
。
衆
生
に
は
多
く
の
顛
倒
が
あ

り
、
そ
の
顛
倒
を
対
治
す
る
た
め
に
迷
い
を
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い⑾
。
智
顗
は
三
観
解
釈
の
中
に
、
こ
の
迷
に
対
し
て
見
思
惑
・
塵
沙

無
知
惑
・
無
明
惑
と
い
う
三
惑
を
分
け
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
第
一
の
従
仮
入
空
観
（
空
観
）
に
見
思
惑
を
断
じ
、
第
二
の
従
空
入
仮

観
（
仮
観
）
に
塵
沙
無
知
惑
を
断
じ
、
第
三
の
中
道
第
一
義
諦
観
に
無
明
惑
を
断
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
三
観
は
、
実
に
一
心
に
あ
る
が
、
法
の
妙
理
は
難
し
い
の
で
、
三
つ
の
観
を
次
第
に
解
釈
し
て
一
実
諦
を
顕
す
こ
と
に
す
る⑿
。
ま

た
、
三
観
は
因
縁
所
生
の
三
諦
の
理
を
観
じ
て
理
相
が
別
に
し
て
不
同
で
あ
る
。
取
相
の
塵
沙
・
無
明
と
い
う
三
種
惑
障
の
麁
細
と
階
級

は
異
な
る
こ
と
が
あ
る⒀
。
そ
の
た
め
、
利
根
の
円
教
の
人
は
、
一
念
心
に
三
観
を
即
空
即
仮
即
中
と
い
う
円
融
相
即
に
観
じ
、
こ
れ
は
一

心
三
観
と
呼
ば
れ
、
三
蔵
教
・
通
教
・
別
教
の
菩
薩
は
三
観
を
歷
別
次
第
に
観
じ
る
の
で
次
第
三
観
・
別
相
三
観
と
呼
ば
れ
る
。
次
第
・

別
相
三
観
と
一
心
三
観
と
い
う
観
法
の
形
式
に
よ
っ
て
所
観
の
惑
も
同
じ
で
は
な
い
。

⑴　

次
第
・
別
相
三
観
の
見
思
惑

ま
ず
、
次
第
・
別
相
三
観
に
お
け
る
惑
を
検
討
し
て
い
く
。『
摩
訶
止
観
』
の
竪
破
法
遍
の
空
無
生
門
に
依
っ
て
遍
く
法
を
破
す
際
に
、

従
仮
入
空
観
は
、
先
に
見
仮
・
次
の
思
仮
よ
り
空
に
入
る
こ
と
で
あ
る⒁
。
見
仮
と
思
仮
は
見
惑
と
思
惑
で
あ
り
、
因
縁
よ
っ
て
仮
り
に
生

じ
本
質
不
実
で
あ
る
。
見
惑
と
は
次
に
説
く
。
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見
惑
は
体
に
附
し
て
し
か
も
生
じ
、
還
っ
て
よ
く
体
を
障
ぐ
。（
中
略
）
こ
の
惑
が
除
か
ざ
れ
ば
体
は
顕
れ
る
こ
と
を
得
ず
。
し
か

る
に
見
は
即
ち
理
を
見
れ
ば
、
実
を
見
れ
ば
惑
に
あ
ら
ず
、
理
を
見
る
時
よ
く
こ
の
惑
を
断
ず
、
解
に
従
っ
て
名
を
得
て
、
名
づ
け

て
見
惑
と
な
す
の
み
。（
大
正
蔵
四
六
、六
二
中
）

見
惑
と
は
、
理
（
体
）
よ
り
生
じ
、
ま
た
理
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
。
見
惑
が
除
か
ざ
れ
ば
理
も
顕
さ
な
い
が
、
目
覚
め
し
て
理
を
見
れ

ば
真
実
を
見
れ
ば
も
は
や
迷
わ
な
い
。
見
理
断
惑
と
い
う
理
解
に
よ
っ
て
見
惑
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
見
惑
に
は
次
の
四
種
が
あ
る
。

見
惑
に
四
つ
あ
り
、
一
つ
に
は
単
の
四
見
、
二
つ
に
は
複
の
四
見
、
三
つ
に
は
具
足
の
四
見
、
四
つ
に
は
無
言
の
四
見
な
り
。
単
の

四
見
は
、
有
を
執
し
、
無
を
執
し
、
亦
有
亦
無
を
執
し
、
非
有
非
無
を
執
す
る
な
り
。（
中
略
）
複
の
四
見
は
、
謂
く
有
の
有
、
有

の
無
、
無
の
有
、
無
の
無
、
亦
有
の
有
無
、
亦
無
の
有
無
、
非
有
の
有
無
、
非
無
の
有
無
な
り
。
こ
れ
は
こ
れ
複
の
四
見
な
り
。（
中

略
）
具
足
の
四
見
は
、
有
の
見
に
四
を
具
す
る
は
、
謂
く
有
の
有
、
有
の
無
、
有
の
亦
有
亦
無
、
有
の
非
有
非
無
な
り
。
無
に
四
を

具
す
る
は
、
無
の
有
、
無
の
無
、
無
の
亦
有
亦
無
、
無
の
非
有
非
無
な
り
。
亦
有
亦
無
に
四
を
具
す
る
は
、
亦
有
亦
無
の
有
、
亦
有

亦
無
の
無
、
亦
有
亦
無
の
亦
有
亦
無
、
亦
有
亦
無
の
非
有
非
無
な
り
。
非
有
非
無
に
四
を
具
す
る
は
、
非
有
非
無
の
有
、
非
有
非
無

の
無
、
非
有
非
無
の
亦
有
亦
無
、
非
有
非
無
の
非
有
非
無
な
り
。
こ
れ
を
具
足
の
四
見
と
名
づ
く
。（
中
略
）
絶
言
の
見
は
、
単
の

四
見
の
外
に
一
の
絶
言
の
見
、
複
の
四
句
の
外
に
一
の
絶
言
の
見
、
具
足
の
四
句
の
外
に
一
の
絶
言
の
見
あ
り
。（
大
正
蔵

四
六
、六
二
中
〜
六
二
下
）
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引
用
し
た
よ
う
に
、
見
惑
は
四
種
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
一
に
生
ず
る
四
種
の
見
、
複
合
し
て
生
ず
る
四
種
の
見
、
具
足
し
て
生
ず
る
四

種
の
見
、
無
言
の
四
種
の
見
と
い
う
四
種
が
あ
る
。
引
用
文
を
述
べ
な
い
が
、
四
種
の
四
見
に
そ
れ
ぞ
れ
に
八
十
八
使
（
煩
悩
）
を
備
え
、

こ
の
よ
う
に
六
十
二
見
の
そ
れ
ぞ
れ
に
百
八
種
の
煩
悩
な
ど
が
備
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
見
は
外
道
の
見
で
あ
る
が
、
仏
教
に
お

い
て
も
三
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円
教
に
よ
っ
て
四
見
を
生
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
の
中
で
八
十
八
種
の
煩
悩
を
起
こ
し
、
六
十
二
見
の

そ
れ
ぞ
れ
に
百
八
種
の
煩
悩
が
備
わ
る
の
で
あ
る⒂
。
以
上
の
よ
う
に
、
四
種
の
四
見
か
ら
、
一
つ
の
見
に
八
十
八
使
を
起
こ
し
、
六
二
見

に
も
八
八
使
・
一
〇
八
種
の
煩
悩
が
生
じ
る
。
種
々
の
見
か
ら
種
々
の
惑
（
煩
悩
）
を
生
じ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
思
惑
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、『
摩
訶
止
観
』
の
無
生
門
破
法
遍
の
思
仮
よ
り
空
に
入
る
の
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

思
仮
と
は
、
謂
く
貪
・
瞋
・
痴
・
慢
な
り
。
こ
れ
を
鈍
使
と
名
づ
け
、
ま
た
正
の
三
毒
と
名
づ
く
。
三
界
を
歴
て
十
と
な
す
、
ま
た

三
界
の
凡
そ
九
地
に
約
し
て
、
地
地
に
九
品
が
あ
れ
ば
、
合
し
て
八
一
品
な
り
。
み
な
よ
く
業
を
潤
し
三
界
の
生
を
受
く
。（
中
略
）

故
に
正
煩
悩
と
称
す
る
な
り
。
見
惑
が
爛
漫
と
し
て
方
な
く
、
境
に
触
れ
て
著
を
生
ず
る
に
同
じ
か
ら
ず
。
思
惟
と
称
す
る
は
、
解

に
従
っ
て
名
を
得
る
。
初
め
は
真
を
観
ず
る
こ
と
浅
け
れ
ば
な
お
事
障
あ
る
も
、
後
に
真
を
重
慮
し
て
こ
の
惑
が
即
ち
除
く
が
ゆ
え

に
思
惟
の
惑
と
名
づ
け
る
な
り
。（
大
正
蔵
四
十
六
、七
〇
上
）

思
仮
と
は
、
貪
・
瞋
・
痴
・
慢
な
ど
の
思
惑
で
あ
り
、
鈍
使
ま
た
は
正
三
毒
と
呼
ば
れ
る
。
見
惑
と
同
じ
な
く
、
よ
り
重
い
煩
悩
で
あ
る
。

思
惑
は
三
界
中
に
九
地
と
九
品
を
合
し
て
八
一
品
が
あ
る
。
ま
た
、
真
実
を
重
く
思
惟
し
て
思
惑
を
除
く
の
で
、
思
惟
惑
と
も
言
わ
れ
る
。

三
観
に
お
け
る
見
思
惑
の
所
説
に
つ
い
て
、
智
顗
は
『
阿
毘
曇
論
』
や
『
情
実
論
』
に
基
づ
い
て
参
照
す
る
こ
と
で
あ
る⒃
。
青
木
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﹇
一
九
八
五
﹈
は
見
惑
・
思
惑
は
『
勝
鬘
経
』
一
乗
章
が
説
く
四
住
地
の
惑
と
同
様
と
さ
れ
る
と
言
及
す
る
。
ま
た
、
見
惑
・
思
惑
は
見

諦
道
及
び
思
惟
道
で
断
ぜ
ら
れ
る
惑
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
見
諦
道
と
思
諦
道
は
『
阿
毘
曇
心
論
』
に
あ
り
、
見
道
と
思
道
は
『
雜
阿
毘
曇

心
論
』『
阿
毘
曇
心
論
経
』
に
あ
る
と
示
す
。
そ
し
て
、
智
顗
の
煩
悩
論
に
基
本
的
に
は
『
阿
毘
曇
心
論
』
と
『
勝
鬘
経
』
に
依
っ
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る⒄
。

『
摩
訶
止
観
』
は
従
仮
入
空
観
に
見
惑
と
思
惑
と
い
う
煩
悩
を
対
象
と
し
て
空
を
観
じ
る
が
、『
維
摩
経
玄
疏
』
の
従
仮
入
空
観
の
中
に

は
、
智
顗
が
思
仮
を
使
わ
ず
に
愛
仮
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
以
下
に
記
述
さ
れ
る
。

一
つ
に
、
所
観
の
仮
を
明
か
さ
ば
二
種
の
仮
あ
り
、
一
切
法
を
摂
す
。
一
つ
に
は
愛
仮
、
二
つ
に
は
見
仮
な
り
。
愛
と
は
、
即
ち
愛

論
な
り
。
見
と
は
即
ち
見
論
な
り
。
此
の
二
種
は
み
な
こ
れ
戲
論
に
し
て
、
慧
眼
を
破
し
、
真
実
を
見
る
を
障
ぐ
。
愛
論
は
所
見
の

境
に
随
っ
て
、即
ち
愛
著
を
生
ず
。
是
れ
は
魔
業
な
り
。
見
論
は
所
見
の
境
に
随
っ
て
、即
ち
分
別
を
生
ず
。
是
れ
は
外
道
な
り
。（
中

略
）
い
わ
ゆ
る
、
此
の
愛
見
に
因
り
、
九
十
八
使
を
起
し
、
三
業
を
し
て
善
・
不
善
を
作
さ
し
む
。
即
ち
六
趣
に
輪
転
し
て
生
死
の

苦
を
受
く
。（
大
正
蔵
三
八
、五
二
五
下
〜
五
二
六
上
）

『
維
摩
経
玄
疏
』の
従
仮
入
空
観
に
は
、愛
仮
と
見
仮
を
取
り
上
げ
て
煩
悩
を
示
す
。
愛
仮
は
愛
論
・
愛
著
・
魔
業
で
あ
り
、見
仮
は
見
論
・

分
別
・
外
道
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
る
が
、『
維
摩
経
玄
疏
』
は
経
典
の
解
釈
に
符
合
す
る
た
め
愛
仮
を
用
い
る
。
実
は
こ
こ
に
と
く
愛
見

仮
と
は
、『
摩
訶
止
観
』
に
説
く
見
惑
と
思
惑
の
内
容
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う
に
、『
摩
訶
止
観
』
に
あ
る
思
惑
は
鈍

使
で
あ
る
と
さ
れ
て
、『
維
摩
経
玄
疏
』
に
は
「
鈍
使
は
麁
に
し
て
愛
・
魔
業
に
属
す
。」⒅
と
説
く
の
で
、
愛
仮
と
思
仮
の
意
味
は
同
じ
だ
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と
考
え
る
。

以
上
、
三
観
の
従
仮
入
空
観
に
お
け
る
見
思
惑
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、『
摩
訶
止
観
』
に
は
、
見
惑
と
思
惑
を
取
り
上
げ
て
空
観
の

対
象
と
す
る
。
一
方
、『
維
摩
経
玄
疏
』
に
は
、
思
惑
を
替
え
て
愛
著
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
智
顗
は
『
勝
鬘
経
』『
雜
阿
毘
曇

心
論
』『
阿
毘
曇
心
論
経
』
な
ど
に
基
づ
い
て
見
思
惑
を
論
じ
る
と
青
木
が
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
智
顗
は
両
書
に
お
け
る
三
観
の

惑
に
対
し
て
は
、『
摩
訶
止
観
』
の
方
が
よ
り
詳
細
に
述
べ
、『
維
摩
経
玄
疏
』
の
方
が
略
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑵　

次
第
・
別
相
三
観
の
塵
沙
無
知
惑

塵
沙
無
知
惑
は
言
う
ま
で
も
な
く
一
般
的
な
三
惑
の
一
つ
で
あ
る
が
、『
摩
訶
止
観
』
と
『
維
摩
経
玄
疏
』
の
三
観
所
説
に
は
そ
の
言

葉
が
な
い
。
青
木
﹇
一
九
八
五
﹈
は
『
摩
訶
止
観
』
の
破
法
遍
に
、
見
思
惑
と
無
明
惑
に
つ
い
て
詳
し
く
説
か
れ
る
が
、
塵
沙
惑
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
指
摘
す
る⒆
。
た
だ
し
、
塵
沙
無
知
と
い
う
言
葉
は
『
摩
訶
止
観
』
の
第
九
巻
に
は
一
ヶ
所
に

記
さ
れ
る⒇
。
で
は
、
智
顗
は
三
観
の
塵
沙
無
知
惑
に
対
し
て
両
書
の
中
に
論
じ
る
か
を
調
べ
て
い
く
。

塵
沙
無
知
惑
は
三
観
の
従
空
入
仮
観
の
所
に
説
か
れ
る
。
菩
薩
が
空
と
非
空
（
仮
・
妙
有
）
を
知
っ
て
空
涅
槃
の
境
界
に
住
せ
ず
世
俗

に
戻
っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
で
あ
る21
。
つ
ま
り
、
菩
薩
は
空
に
入
る
の
は
自
分
の
縛
著
（
煩
悩
）
を
破
し
、
仮
に
入
る
の
は
衆
生
の

縛
著
を
破
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る22
。
し
か
し
、
衆
生
の
機
根
は
高
低
不
同
で
あ
り
、
煩
悩
の
病
数
が
塵
沙
の
よ
う
に
無
量
無
数
で
あ
る
の
で
、

そ
の
煩
悩
の
病
を
対
治
方
法
（
薬
）
を
知
ら
な
け
れ
ば
（
無
知
）
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
塵
沙
の
病
は
す
な
わ
ち
見
思
の

病
（
惑
）
で
あ
る
。
そ
の
見
思
病
数
に
つ
い
て
『
摩
訶
止
観
』
に
は
、
次
に
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
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い
か
ん
が
見
の
重
数
の
多
少
を
知
る
や
。
一
の
有
の
見
よ
り
三
仮
を
派
出
し
、
ま
た
三
仮
よ
り
四
句
を
派
出
し
、
三
仮
を
合
わ
せ
て

十
二
句
な
り
。
ま
た
四
句
よ
り
四
悉
檀
を
出
だ
し
、
十
二
句
を
合
わ
せ
て
四
八
の
悉
檀
な
り
。
ま
た
一
の
悉
檀
よ
り
性
空
・
相
空
を

派
出
し
、
四
八
の
悉
檀
を
合
わ
せ
て
九
六
の
性
・
相
の
空
あ
り
。
一
一
の
句
に
お
の
お
の
止
観
あ
り
、
合
わ
せ
て
一
九
二
句
の
止
観

な
り
。
前
の
根
本
に
つ
い
て
都
て
合
わ
せ
て
三
四
八
句
な
り
。
こ
れ
は
信
行
の
人
に
つ
い
て
こ
の
ご
と
し
、
法
行
の
人
も
ま
た
こ
の

ご
と
し
、
信
行
が
転
じ
て
法
行
と
な
る
も
ま
た
こ
の
ご
と
し
、
法
行
が
転
じ
て
信
行
と
な
る
も
ま
た
こ
の
ご
と
し
。
四
人
に
つ
い
て

合
わ
せ
て
一
三
九
二
句
あ
り
。
こ
れ
は
一
の
有
の
見
に
約
し
て
こ
の
ご
と
し
、
無
の
見
も
ま
た
こ
の
ご
と
し
、
亦
有
亦
無
の
見
も
ま

た
こ
の
ご
と
し
、
非
有
非
無
の
見
も
ま
た
こ
の
ご
と
し
。
四
見
に
つ
い
て
五
五
六
八
句
あ
り
。
こ
れ
は
単
の
四
見
に
つ
い
て
こ
の
ご

と
し
、
複
の
四
見
も
ま
た
こ
の
ご
と
し
、
具
足
の
四
見
も
ま
た
こ
の
ご
と
し
。
三
種
の
四
見
に
つ
い
て
合
わ
せ
て
一
六
七
〇
四
句
あ

り
。
不
可
説
（
絶
言
）
の
見
も
、
初
め
の
有
の
見
の
ご
と
し
、
た
だ
一
三
九
二
句
あ
り
、
こ
れ
則
ち
合
わ
せ
て
一
八
〇
九
六
句
あ
り
。

こ
れ
は
こ
れ
所
破
に
し
て
こ
の
ご
と
し
。
能
破
も
ま
た
こ
の
ご
と
し
。
能
・
所
を
合
わ
せ
て
論
ず
れ
ば
、
則
ち
三
六
一
九
二
句
あ
り
。

自
行
は
こ
の
ご
と
し
、
化
他
も
ま
た
こ
の
ご
と
し
。
自
行
・
化
他
を
都
て
合
わ
せ
て
七
二
三
八
四
句
あ
り
。
も
し
さ
ら
に
六
二
見
、

八
八
使
に
約
し
て
三
仮
・
四
句
等
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
無
量
無
辺
に
し
て
窮
尽
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
病
相
は
無
量
な
り
、
菩

薩
は
悉
く
知
る
。（
大
正
蔵
四
六
、七
六
中
下
）

ま
と
め
て
言
う
と
、
一
見
は
七
二
三
八
四
句
が
あ
り
、
六
二
種
の
見
や
八
八
種
の
煩
悩
に
つ
い
て
、
三
仮
と
四
句
に
よ
っ
て
論
じ
る
と
、

そ
の
数
は
無
量
無
辺
の
も
の
と
な
り
、
数
え
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
病
相
は
無
量
で
あ
る
が
、
菩
薩
は
悉
く

知
る
わ
け
で
あ
る
。
も
し
菩
薩
は
こ
の
よ
う
な
塵
沙
の
見
病
が
無
知
す
れ
ば
衆
生
の
救
済
が
障
碍
さ
れ
る
と
な
る
。
見
惑
の
病
相
は
そ
の
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無
量
で
あ
る
が
、
思
惑
の
病
相
も
次
の
よ
う
に
無
量
で
あ
る
。

思
の
病
の
重
数
を
知
る
こ
と
を
明
か
す
。（
中
略
）
重
数
は
、
九
地
に
則
ち
八
一
品
あ
り
。
初
め
の
一
品
に
三
仮
あ
り
、
四
句
の
止

観
あ
り
、
三
仮
を
合
わ
せ
て
十
二
句
な
り
。
一
句
に
即
ち
信
解
と
見
得
あ
り
、
お
の
お
の
に
四
悉
檀
を
用
い
、
信
・
法
に
お
の
お
の

八
つ
あ
り
、
合
わ
せ
れ
ば
則
ち
十
六
番
な
り
。
此
の
信
・
法
は
互
い
に
転
ず
る
義
あ
り
、
ま
た
十
六
と
な
る
。
前
と
合
わ
せ
れ
ば
則

ち
三
二
句
な
り
、
一
句
は
既
に
三
二
句
あ
り
、
三
二
句
の
三
仮
は
合
わ
せ
て
十
二
句
あ
れ
ば
、
則
ち
三
八
四
句
あ
り
。
一
一
の
句
に

ま
た
性
・
相
の
空
あ
り
、
則
ち
合
わ
せ
て
七
六
八
句
あ
り
。
前
に
足
せ
ば
合
わ
せ
て
一
一
五
二
句
と
な
る
。
根
本
を
含
め
て
合
わ
せ

れ
ば
一
一
六
四
句
と
な
る
。
一
品
は
こ
の
ご
と
し
、
九
品
を
合
わ
せ
れ
ば
一
〇
四
七
六
句
あ
り
、
欲
界
の
九
品
は
こ
の
ご
と
し
、
三

界
の
九
品
を
合
わ
せ
れ
ば
九
四
二
八
四
句
あ
り
。
所
破
は
こ
の
ご
と
し
、
能
破
も
ま
た
し
か
る
。
能
・
所
を
合
わ
せ
れ
ば

一
八
八
五
六
八
句
あ
り
。
自
行
は
こ
の
ご
と
し
、
化
他
も
ま
た
し
か
り
、
合
わ
せ
れ
ば
三
七
七
一
三
六
句
の
止
観
あ
り
。
も
し
細
か

く
論
ず
れ
ば
一
一
の
品
に
ま
た
無
量
の
品
あ
り
。（
大
正
蔵
四
六
、七
六
下
〜
七
七
上
）

以
上
の
通
り
、『
摩
訶
止
観
』
の
三
観
の
従
仮
入
空
観
に
あ
る
見
思
と
い
う
病
を
知
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
菩
薩
は
自
ら
見
思

惑
を
破
し
て
か
ら
空
涅
槃
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
菩
薩
は
慈
悲
心
が
あ
り
、
世
間
の
衆
生
の
煩
悩
を
破
し
て
解
脱
さ
せ
よ
う

と
す
る
。
衆
生
の
煩
悩
は
塵
沙
の
よ
に
無
量
無
辺
で
あ
り
、
菩
薩
は
も
し
無
知
す
れ
ば
そ
の
菩
薩
道
が
障
碍
さ
れ
る
と
な
る
。
こ
れ
は
塵

沙
無
知
惑
で
あ
る
。

塵
沙
無
知
と
い
う
言
葉
は
『
摩
訶
止
観
』
の
三
観
の
従
空
入
仮
観
に
お
い
て
は
記
さ
な
い
が
、『
維
摩
経
玄
疏
』
の
三
観
の
従
空
入
仮
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観
の
中
に
、「
こ
の
観
は
正
し
く
俗
諦
を
観
じ
て
塵
沙
無
知
を
破
す
た
め
。」
と
明
確
に
述
べ
る
。
し
か
し
、
智
顗
が
塵
沙
無
知
惑
に
対
し

て
は
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
こ
う
説
い
て
い
る
。

一
に
は
、
見
仮
の
一
切
法
に
入
る
を
明
か
す
と
は
、
菩
薩
は
深
い
禅
定
に
住
し
、
空
・
非
空
を
知
り
、
大
い
な
る
慈
悲
を
具
し
、
仮

を
観
じ
て
仮
を
見
る
。
仮
に
四
種
あ
り
。
此
の
四
見
よ
り
無
量
の
見
を
出
す
。
一
つ
に
自
生
の
見
、
二
つ
に
他
生
の
見
、
三
つ
に
共

生
の
見
、
四
つ
に
無
因
生
の
見
な
り
。
こ
の
四
見
は
お
の
お
の
執
諍
の
病
あ
る
な
り
。（
中
略
）
次
に
、
愛
仮
の
一
切
法
に
入
る
を

明
か
す
と
知
る
べ
し
。（
大
正
蔵
三
八
、五
二
七
下
〜
五
二
八
上
）

引
用
し
た
よ
う
に
、『
維
摩
教
玄
疏
』
の
従
空
入
仮
観
に
お
け
る
塵
沙
無
知
惑
と
す
る
見
愛
仮
を
概
略
に
著
す
。
す
な
わ
ち
、
見
を
四
句

に
よ
っ
て
仮
で
あ
り
、
四
見
よ
り
執
著
の
病
を
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
愛
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
知
る
と
省
略
す
る
。

塵
沙
無
知
惑
に
つ
い
て
ま
と
め
て
言
う
と
、
そ
の
惑
の
自
体
が
な
く
て
衆
生
の
見
思
惑
ま
た
は
愛
見
惑
と
い
う
他
縛
は
塵
沙
の
よ
う
に

無
量
無
辺
が
あ
る
。
塵
沙
無
知
惑
が
衆
生
救
済
と
い
う
菩
薩
道
を
障
碍
す
る
の
で
、
菩
薩
が
無
量
の
仏
法
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
善
く

巧
み
に
対
治
す
る
。
塵
沙
無
知
は
『
摩
訶
止
観
』
に
そ
の
用
語
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
が
、第
九
巻
に
一
回
の
み
言
及
さ
れ
る
。
一
方
、『
維

摩
経
玄
疏
』
に
塵
沙
無
知
は
三
観
の
中
に
述
べ
る
が
、
そ
の
内
容
は
『
摩
訶
止
観
』
よ
り
結
構
に
省
略
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

⑶　

次
第
・
別
相
三
観
の
無
明
惑

無
明
惑
は
三
惑
の
一
つ
で
あ
り
、
三
観
の
中
道
第
一
義
諦
観
に
よ
っ
て
無
明
惑
を
破
す
こ
と
が
で
き
る
。『
摩
訶
止
観
』
に
こ
の
中
観
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を
実
践
す
る
こ
と
は
正
し
く
無
明
を
破
す
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る23
。
無
明
と
い
う
惑
は
中
道
第
一
義
諦
観
の
修
中
観
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
く
。

今
、
無
明
を
観
ず
る
も
ま
た
ま
た
こ
の
ご
と
し
。
二
観
の
智
を
観
ず
る
に
、
彼
れ
が
惑
を
破
す
に
当
た
っ
て
こ
れ
を
名
づ
け
て
智
と

な
す
も
、
今
、
中
道
に
望
む
れ
ば
、
智
は
還
っ
て
惑
と
な
り
、
こ
の
惑
は
こ
れ
中
智
の
家
の
障
な
る
が
ゆ
え
に
智
障
と
い
う
。
ま
た
、

こ
の
智
は
中
智
を
障
え
て
中
智
を
発
さ
ざ
る
が
ゆ
え
に
智
障
と
名
づ
く
。（
中
略
）
ま
た
、
能
障
は
こ
れ
惑
な
り
、
所
障
は
こ
れ
中

智
な
り
、
能
・
所
を
合
わ
せ
て
論
ず
る
が
ゆ
え
に
智
障
と
い
う
。（
大
正
蔵
四
六
、八
一
下
）

こ
こ
に
言
う
と
、
空
観
に
よ
っ
て
得
る
一
切
智
と
仮
観
に
よ
っ
て
得
る
道
種
智
と
い
う
二
種
の
智
は
、
中
道
に
お
い
て
惑
に
な
り
、
中
道

の
智
を
障
碍
す
る
の
で
智
障
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
二
智
に
つ
い
て
『
摩
訶
止
観
』
第
巻
三
に
記
す
。

三
観
は
、
従
仮
入
空
の
ご
と
き
は
、
空
慧
が
相
応
し
て
、
即
ち
よ
く
見
思
の
惑
を
破
し
、
一
切
智
を
成
じ
、
智
は
能
く
体
を
得
て
、

真
の
体
を
得
る
な
り
。
従
空
入
仮
の
ご
と
き
は
、
薬
と
病
の
種
種
の
法
門
を
分
別
し
、
す
な
わ
ち
無
知
を
破
し
て
道
種
智
を
成
じ
、

智
は
能
く
体
を
得
て
、
俗
の
体
を
得
る
な
り
。
も
し
双
つ
な
が
ら
二
辺
を
遮
し
て
中
に
入
る
方
便
と
為
せ
ば
、
能
く
無
明
を
破
し
、

一
切
種
智
を
成
じ
、
智
は
能
く
体
を
得
て
、
中
道
の
体
を
得
る
な
り
。（
大
正
蔵
四
六
、二
五
下
〜
二
六
上
）

引
用
し
た
よ
う
に
、
見
思
の
惑
を
除
い
て
一
切
智
を
成
就
し
、
塵
沙
無
知
の
惑
を
除
い
て
道
種
智
を
成
就
し
、
無
明
の
惑
を
除
い
て
一
切
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種
智
を
成
就
す
る
。
中
道
第
一
義
を
観
ず
る
際
に
、
前
の
二
観
を
方
便
と
し
て
そ
の
二
観
を
双
妄
双
照
に
し
て
中
道
正
観
に
入
る
こ
と
で

あ
る
。
前
二
観
は
方
便
観
と
し
て
正
観
で
は
な
く
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
二
観
が
中
道
第
一
義
諦
に
入
る
こ
と
を
障
碍
し
て
無
明
の
惑
と

な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

無
明
惑
は
『
維
摩
経
玄
疏
』
に
は
、『
摩
訶
止
観
』
の
二
観
の
二
智
は
無
明
の
惑
と
な
る
こ
と
の
よ
う
に
説
か
な
い
が
、
二
観
を
方
便

観
と
し
智
障
な
ど
に
言
及
さ
れ
る
。『
維
摩
経
玄
疏
』
に
次
に
説
か
れ
る
。

一
つ
に
、
所
観
の
境
を
明
か
す
と
は
、
前
の
二
観
は
是
れ
方
便
な
り
。
二
諦
を
照
ら
す
の
智
あ
り
と
雖
も
、
未
だ
無
明
を
破
さ
ず
、

中
道
を
見
ず
、
真
俗
を
別
に
照
す
。
即
ち
是
れ
智
障
な
り
。（
大
正
蔵
三
八
、五
二
八
上
）

『
維
摩
経
玄
疏
』
に
は
、
二
諦
を
照
ら
す
二
智
が
中
道
正
観
に
入
る
こ
と
を
障
碍
す
る
こ
と
を
示
し
、
た
だ
し
真
諦
と
俗
諦
を
別
々
に
二

智
を
得
る
の
で
、
智
障
と
な
り
無
明
惑
を
破
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
。

両
書
の
無
明
惑
に
つ
い
て
は
、
智
顗
が
基
本
的
に
二
観
を
方
便
観
と
し
て
、
二
観
か
ら
得
る
二
智
は
中
道
正
観
に
入
る
こ
と
を
障
碍
し

な
い
、
あ
る
い
は
無
明
惑
が
未
だ
破
さ
れ
な
い
と
い
う
内
容
は
同
様
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
に
、
両
書
に
三
観
を
次
第
・
別
相
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
思
見
・
塵
沙
無
知
・
無
明
と
い
う
惑
（
煩
悩
）
を
検
討
し
た
。
見
思
惑

は
間
違
う
分
別
思
惟
で
あ
り
、
塵
沙
無
知
惑
は
塵
沙
の
よ
う
な
無
量
無
辺
の
仏
法
の
無
知
で
あ
り
、
無
明
は
智
障
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
煩

悩
が
三
界
六
道
に
輪
廻
し
て
、
苦
痛
生
死
を
受
け
る
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
三
観
と
は
そ
の
三
惑
を
対
象
と
し
て
そ
の
惑
が
三
仮
・
四
句

に
よ
っ
て
空
・
仮
・
中
と
い
う
実
相
を
次
第
に
観
じ
る
三
つ
の
観
法
で
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
。
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次
第
・
別
相
三
観
は
次
第
に
別
々
に
三
惑
を
観
破
す
る
の
で
、
惑
を
詳
細
に
論
じ
る
が
、
円
融
相
即
の
一
心
三
観
に
は
惑
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
観
る
か
、
次
に
検
討
し
て
み
る
。

⑷　

一
心
三
観
の
惑

一
心
三
観
と
は
、
無
明
一
念
因
縁
所
生
の
法
は
即
空
・
即
仮
・
即
中
に
し
て
不
可
思
議
の
三
諦
で
あ
る
の
で24
、
一
念
心
の
中
に
円
融
三

諦
が
あ
れ
ば
、
一
念
心
の
中
に
三
観
も
あ
る
。
一
念
心
に
三
諦
を
具
足
し
、
一
観
を
体
達
す
れ
ば
、
こ
の
観
に
三
観
も
具
足
す
る25
。
つ
ま

り
、
次
第
・
別
相
三
観
に
お
い
て
、
見
思
・
塵
沙
無
知
・
無
明
と
い
う
三
惑
を
次
第
に
破
し
て
か
ら
空
・
仮
・
中
と
い
う
三
諦
が
別
々
に

顕
さ
れ
る
。
一
心
三
観
は
三
諦
・
三
智
が
一
念
心
に
あ
る
の
で
、
次
第
に
観
じ
る
必
要
が
な
い
。
で
は
、
一
念
心
に
ど
の
よ
う
に
三
観
を

実
践
す
る
か
、
ま
た
は
三
惑
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
か
、『
摩
訶
止
観
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

も
し
前
来
の
横
竪
の
諸
説
を
得
ざ
れ
ば
こ
の
ご
と
き
境
・
智
を
何
に
由
っ
て
解
す
べ
き
や
。（
中
略
）

前
に
は
諸
法
は
み
な
三
仮
の
四
句
あ
り
、
句
句
に
実
を
求
め
る
も
不
可
得
に
し
て
、
単
・
複
の
諸
見
も
み
な
空
な
り
、
九
地
の
諸
思

も
み
な
空
な
り
、
十
六
門
も
み
な
空
な
る
こ
と
を
説
き
、
先
に
す
で
に
聞
く
ゆ
え
に
、
今
は
一
心
は
即
ち
こ
れ
空
な
り
と
聞
け
ば
、

懸
か
に
前
来
の
次
第
の
諸
空
を
超
え
、
懸
か
に
不
可
思
議
の
畢
竟
の
妙
空
を
識
る
な
り
。

前
来
に
明
か
す
所
の
諸
の
仮
は
覆
疎
し
倒
入
し
、
薬
・
病
・
授
薬
等
の
法
を
分
別
す
る
こ
と
を
先
に
す
で
に
聞
く
ゆ
え
に
、
今
は
一

心
は
即
ち
仮
な
り
と
聞
け
ば
、
懸
か
に
前
来
の
次
第
の
仮
を
超
え
、
懸
か
に
双
照
の
二
諦
の
仮
を
識
る
な
り
。

今
は
非
空
非
仮
を
聞
け
ば
、
懸
か
に
前
来
の
諸
の
空
は
み
な
空
に
あ
ら
ず
、
諸
の
仮
は
み
な
仮
に
み
な
仮
に
あ
ら
ざ
る
に
超
え
、
ま
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た
前
来
の
一
切
の
非
有
非
無
、
単
の
見
の
中
の
非
有
非
無
、
複
の
見
の
中
の
非
有
非
無
、
具
足
の
中
の
非
有
非
無
、
三
蔵
の
中
の
非

有
非
無
、
通
門
の
非
有
非
無
、
別
門
の
非
有
非
無
を
分
別
す
る
と
、
前
に
す
で
に
聞
く
が
ゆ
え
に
、
今
は
非
有
非
無
を
聞
け
ば
、
懸

か
に
前
来
の
諸
の
非
有
非
無
を
超
え
て
、
懸
か
に
中
道
不
可
思
議
の
非
有
非
無
を
識
な
り
。（
大
正
蔵
四
六
、八
四
下
）

も
し
次
第
・
別
相
三
観
を
ま
だ
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
一
心
三
観
と
い
う
観
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
次
第
・
別

相
三
観
に
よ
っ
て
諸
法
は
空
・
仮
・
中
で
あ
る
と
聞
け
ば
、
今
の
一
心
三
観
に
思
議
の
空
・
仮
・
中
を
超
え
て
不
可
思
議
の
空
・
仮
・
中

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
心
三
観
に
は
三
惑
を
直
接
の
対
象
と
し
な
い
が
、
次
第
・
別
相
三
観
の
三
諦
を
得
な
け
れ
ば
、
一
心
三
観
を
理
解
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
一
心
三
観
と
次
第
・
別
相
三
観
と
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
一
心
三
観
は
三
惑
と
関
係
し
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
一
心

三
観
に
無
明
の
一
念
心
か
ら
生
じ
る
諸
法
な
の
で
、
こ
こ
に
言
う
無
明
は
無
明
惑
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
か
、
筆
者
は
ま
だ
明
確
し
て
い

な
い
。

『
維
摩
経
玄
疏
』
の
一
心
三
観
は
『
摩
訶
止
観
』
に
説
く
無
明
一
念
心
の
所
生
法
は
非
空
非
仮
ま
た
は
空
・
仮
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
同

じ
で
あ
る
が
、
次
第
・
別
相
三
観
と
の
関
係
な
ど
と
述
べ
な
い
。
そ
れ
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

若
し
は
此
の
一
念
無
明
の
心
を
観
ず
れ
ば
、
非
空
非
仮
、
一
切
の
諸
法
も
ま
た
非
空
仮
な
り
。
而
も
能
く
心
の
空
仮
を
知
り
、
即
ち

一
切
法
の
空
仮
を
照
す
。
是
れ
は
則
ち
一
心
三
観
は
円
か
に
三
諦
の
理
を
照
す
。（
大
正
蔵
三
八
、五
二
九
上
）
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以
上
の
通
り
、『
摩
訶
止
観
』
と
『
維
摩
経
玄
疏
』
の
一
心
三
観
に
お
い
て
惑
を
検
討
し
た
。
両
書
に
は
、
直
接
に
見
思
・
塵
沙
無
知
・

無
明
と
い
う
三
惑
を
論
じ
な
い
。
し
か
し
、『
摩
訶
止
観
』
に
次
第
・
別
相
三
観
の
諸
説
を
得
な
け
れ
ば
一
心
三
観
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
述
べ
る
の
で
、
三
惑
と
間
接
的
に
関
連
す
る
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、『
摩
訶
止
観
』
と
『
維
摩
経
玄
疏
』
に
説
く
三
観
の
惑
に
言
及
し
た
。
智
顗
は
三
観
に
つ
い
て
、『
摩
訶
止
観
』
に
次
第
三

観
と
一
心
三
観
に
分
け
、『
維
摩
経
玄
疏
』
に
別
相
三
観
と
一
心
三
観
に
分
け
る
。
三
観
は
『
維
摩
経
玄
疏
』
に
は
じ
め
て
体
系
化
さ
れ

る
が
、そ
の
三
観
の
詳
細
の
内
容
は
『
摩
訶
止
観
』
よ
り
相
当
に
省
略
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、三
観
の
惑
は
『
維
摩
経
玄
疏
』
よ
り
『
摩

訶
止
観
』
の
方
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
。

三
観
の
惑
は
煩
悩
と
し
て
諸
法
実
相
の
三
諦
を
見
る
こ
と
を
障
碍
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
第
・
別
相
三
観
は
三
観
を
次
第
に
別
々
に
観

じ
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
従
仮
入
空
観
で
空
観
に
し
て
見
思
惑
を
、
従
空
入
仮
観
で
仮
観
に
し
て
塵
沙
無
知
惑
を
、
中
道
第

一
義
諦
観
で
中
観
に
し
て
無
明
惑
を
破
す
と
い
う
三
惑
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
心
三
観
は
無
明
一
念
の
心
に
同
時
に
三
諦
を
見
え

る
の
で
、
一
観
す
れ
ば
他
の
二
観
も
同
時
に
実
践
す
る
。『
摩
訶
止
観
』
と
『
維
摩
経
玄
疏
』
の
両
書
は
違
い
経
典
を
解
釈
す
る
の
た
め
、

文
量
・
位
置
づ
け
と
役
割
は
相
違
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
書
の
三
観
の
惑
の
内
容
が
同
様
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

三
観
説
を
明
ら
か
に
す
る
際
に
、三
惑
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
、智
顗
は
惑
（
煩

悩
）
に
関
し
て
は
他
の
論
師
の
思
想
の
影
響
を
受
け
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
を
検
討
す
れ
ば
智
顗
の
三
観
も
さ
ら
に
理
解
で
き
る
と
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考
え
て
い
る
。
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